
生物試資料： 
• 極域観測で採集された植物・動物の標本を保管 
• データベース化して標本を検索可能に 

• 研究利用：分析技術の進歩等により標本採取当
時には予定していなかった研究への利用の可能
性=>長期間良好な状態で標本を維持する必要 

• 展示貸出：各地の科学館等で開催される南極関
連イベントへも動物の剥製等を貸出 
 
 

研究者による利用の例：「南極のクマムシ、30年
を超える凍結保存から目覚め、繁殖に成功」 
http://www.nipr.ac.jp/info/notice/20160114.html 

冷凍保存していたコケ標本中からクマムシを採取 

植物標本： 
国立極地研究所の生物資料室で所蔵する約4万

点の植物標本をデータベース化して公開。また
南極産コケ類等の画像と生態等の解説も掲載
（極地研・神田啓史名誉教授が在職中に尽力） 
http://polaris.nipr.ac.jp/~antmoss/database.html 
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動物標本： 
生物資料室で所蔵する約2.5千点の動物標本を
データベース化して公開 
http://animal.nipr.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ化への課題： 
• 現状はまだ単純なカタログ 

• 植物標本は所内教員に分類の専門家がいた
ため整備が進んだ 

• 専門家が少ない動物群では種の同定すら出来
ていない動物標本も多い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
• 外部研究者による種の同定作業を地道に実施 

=> 最近標本から新種発見の成果も 
 

 
 

 

 

 

 

 

「南極昭和基地沿岸から
新種の動物を発見」 
1981年に採取されたゴカイの
仲間が新種だった 

http://www.nipr.ac.jp/info/notice/20170121.html 

ウニの一種としか登録されていない 
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